
田んぼイルミネーションについて 

   

「ユメの苗」と名付けた「ペットボタル」を使い、田んぼにあさぴーを描きます。 

冬にも田んぼに目を向けてもらい、農業に興味を持ってもらうことを目的に、城山公園旭城の南側

の田んぼにて実施します。本市が防災協定を締結している、石川県輪島市の世界農業遺産「白米千枚

田」で行われている「あぜのきらめき」を参考に平成２５年度から始めました。 

 

◎ 点灯期間及び時間 

  １１月２３日（土）から１２月２５日（水）まで、午後９時まで（日没から約４時間点灯） 

旭城の４階展望室からの眺めがお勧めです（エレベーターなし）。 

  スカイワードあさひの展望室からも見ることができます（エレベーターあり）。 

  どちらも無料開放しています。 

 

◎ ペットボタル 

  ６色（白、黄、だいだい、水、緑、ピンク）の LED３，５００本 

太陽光パネルと充電池が内蔵されており、日中の太陽光で発電した後、夜になると自動点灯し、

約４時間後に自動消灯します。 

  ペットボタルには、イベント参加者の夢や願い事が書かれたメッセージカードが入っており、こ

れを「ユメの苗」と呼んでいます。 

 

◎ イラストテーマ「コスモスと旭城」 

 今年のテーマは「コスモスと旭城」で、冬の田んぼにコスモスを咲かせます。城山街道沿いの秋

の風物詩となっているコスモス畑をイメージし、尾張旭市の伝統芸能である棒の手を持ったあさぴ

ーの姿が描かれています。 

 

◎ ユメの苗植えイベント 

と き １１月２３日（土）午後４時から 

ところ 城山公園旭城南側の田んぼ（田んぼアートと同じ場所） 

参加者 市内在住の親子６０組 
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